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こ
の
会
報
へ
の
原
稿
執
筆
依
頼
を
受
け
、
思
い
出
す
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
平
成
22
年
９
月
25
日
午
後
、
前
年
か
ら
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日

本
青
年
部
会
に
よ
っ
て
働
き
か
け
ら
れ
て
い
た
「
ア
ー
ム
ズ
・
ダ

ウ
ン
！
共
に
す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

署
名
運
動
最
終
日
の
式
典
会
場
と
し
て
、
大
仏
殿
内
参
道
の
西
側

芝
生
に
３
５
０
０
人
が
集
結
し
た
こ
と
で
す
。

　

現
在
も
世
界
中
か
ら
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
大
仏
殿
は
、
奈

良
時
代
の
創
建
で
す
。
都
の
奈
良
が
「
咲
く
花
の
匂
う
が
如
く
」

と
謳
わ
れ
華
や
か
な
り
し
聖
武
天
皇
治
世
の
こ
の
時
代
は
、
一
方

で
、
紛
争
が
あ
り
、
大
地
震
、
旱
魃
飢
饉
、
そ
し
て
疫
病
の
流
行

が
続
く
等
、
命
が
次
々
に
失
わ
れ
る
、
憂
い
の
時
代
で
も
あ
り
ま

し
た
。
全
て
の
責
め
を
負
う
帝
は
悩
み
ぬ
き
ま
し
た
。
た
ど
り
つ

い
た
答
え
が
大
仏
造
立
で
し
た
。
驚
く
こ
と
に
、
そ
の
発
願
の
詔

は
、
国
の
安
泰
や
人
類
の
繫
栄
を
説
く
も
の
で
は
な
く
、
願
い
は

「
乾
坤
相
泰　

動
植
咸
栄
」
に
集
約
さ
れ
、「
一
枝
の
草
・
一
把
り

の
土
を
持
ち
て
‥
」
と
民
に
呼
び
掛
け
る
も
の
で
し
た
。
天
地
の

営
み
が
順
調
で
あ
り
、
全
て
の
動
植
物
が
栄
え
る
こ
と
を
願
わ
ん

が
た
め
の
造
像
で
あ
り
、
小
さ
く
て
も
、
一
人
一
人
の
力
を
集
め

て
造
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
。
負
担
の
大
き
い
巨
大
事
業
で
あ

っ
た
は
ず
で
す
が
、
そ
の
後
、
二
度
の
災
禍
に
も
再
建
さ
れ
た
の

は
、
込
め
ら
れ
た
願
い
が
、
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
も
の
だ

っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
転
じ
て
、
現
代
社
会
に
眼
を
移
せ
ば
、
科

学
文
明
の
発
達
目
覚
ま
し
く
、
Ｉ
Ｔ
革
命
、
Ａ
Ｉ
の
登
場
等
々
、

未
来
へ
の
可
能
性
は
益
々
広
が
り
ま
す
。
一
方
、
天
災
、
人
災
は

多
発
し
、
疫
病
の
流
行
が
世
界
を
震
撼
さ
せ
、
戦
争
は
止
ま
ず
、

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
平
時
代
の
憂
い
と
変
わ
ら
な
い

で
は
な
い
で
す
か
。
ア
ー
ム
ズ
・
ダ
ウ
ン
の
呼
び
掛
け
で
あ
る
、

核
兵
器
の
廃
絶
や
、
軍
事
費
を
減
ら
し
、
世
界
中
の
貧
困
や
、
人

権
、
福
祉
、
医
療
、
環
境
の
持
続
な
ど
の
問
題
解
決
に
振
り
向
け

よ
う
と
い
う
〝
祈
り
〟
の
本
質
は
、
天
平
時
代
の
大
仏
造
立
の
理

念
に
通
じ
ま
す
。
私
達
、
人
間
の
行
い
が
、
こ
の
憂
い
を
作
っ
て

い
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
間
が
そ
れ
を
少
な
く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
当
山
が
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
賛
同
し
、
大
仏
殿
が
式
典

会
場
と
な
っ
た
理
由
で
も
あ
り
ま
す
。
平
和
や
、
そ
れ
に
繋
が
る

環
境
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
者
が
向
き
合
う
べ
き
課
題
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
殊
に
宗
教
者
に
お
い
て
は
、
尚
更
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
と
言
わ
れ
て
久
し
く
、
民
族
や

宗
教
、
文
化
を
相
互
に
理
解
し
あ
い
な
が
ら
の
話
し
合
い
は
必
然

と
な
っ
て
い
ま
す
。
13
年
前
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
１
１
２
７

万
７
４
２
２
人
（
世
界
で
は
２
０
１
０
万
２
７
４
６
人
）
の
署
名

が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
数
字
の
意
味
す
る
こ
と
は
、
巨

大
な
政
治
や
財
力
だ
け
で
な
く
、個
と
し
て
は
小
さ
く
て
も
、夫
々

の
想
い
を
結
集
し
て
造
ら
れ
た
大
仏
さ
ま
が
災
禍
を
乗
り
越
え

て
、
今
も
座
し
て
お
ら
れ
る
意
味
と
共
に
、
改
め
て
問
う
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
真
の
平
和
実
現
の
大
願
を

成
就
せ
ん
こ
と
を
心
か
ら
祈
り
ま
す
。

「大仏殿での式典を思い出しながら」

華 厳 宗 宗 務 長
東 大 寺 執 事 長

上司永照
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苗
木
に
祈
り
を
込
め
て
「
植
樹
会
」

　

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
と
堀
口
天
満
天
神

社
周
辺
緑
地
を
守
る
会
（
埼
玉
県
所
沢
市
）
は
11

月
18
日
、「
第
４
回
植
樹
会
」
を
所
沢
市
に
あ
る

「
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
い
の
ち
の
森
」で
共
催
し
た
。
こ
れ
に

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
加
盟
教
団
の
信
徒
・
信
者

や
埼
玉
県
・
所
沢
市
の
行
政
関
係
者
な
ど
約
40
人

が
参
加
し
た
。

　

開
会
式
は
堀
口
自
治
会
館
で
行
わ
れ
、
女
優
・

タ
レ
ン
ト
の
太
田
唯
さ
ん
の
司
会
の
も
と
、「
い
の

ち
の
森
」
の
土
地
を
共
同
管
理
す
る
緑
地
を
守
る

会
の
中
村
明
会
長
、
薗
田
稔
同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

運
営
委
員
（
秩
父
神
社
名
誉
宮
司
）
が
開
会
あ
い

さ
つ
を
し
た
。
次
に
山
本
悟
司
氏
（
埼
玉
県
副
知

事
）、柴
山

昌
彦
氏

（
元
文
部

科
学
大

臣
）、岡
田

し
ず
か
氏

（
埼
玉
県

議
会
副
議

長
）、小
野

塚
勝
俊
氏

（
所
沢
市

長
）
が
来

賓
あ
い
さ

つ
に
立
っ

た
。

　

続
い
て
参

加
者
は
、
堀

口
天
満
天
神

社
を
経
由

し
、
自
然
と

文
化
を
感
じ

な
が
ら
「
い

の
ち
の
森
」

へ
移
動
。
植

樹
場
所
で

は
、
薗
田
運

営
委
員
や
来
賓
、
参
加
者
代
表
の
10
人
が
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
と
コ
ナ
ラ
の
苗
木
を
記
念
植
樹
し
た
。

　

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
参
加
者
た
ち

も
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
コ
ナ
ラ
の
苗
木
12
本
に
健
や
か

な
成
長
へ
の
願
い
を
込
め
な
が
ら
、
て
い
ね
い
に

植
え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
今
年
も
植
樹
が
で
き
て
よ
か

っ
た
」「
親
子
で
参
加
で
き
て
あ
り
が
た
い
」な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　

最
後
に
、
緑
地
を
守
る
会
の
中
村
典
之
氏
が
閉

会
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。
中
村
氏
は
「
こ
れ
ま
で

４
回
植
樹
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
植
樹
し
た
苗

木
の
多
く
が
健
全
に
成
長
を
続
け
て
い
る
」
と
述

べ
、
こ
れ
ま
で
の
植
樹
活
動
の
参
加
者
へ
感
謝
を

示
す
と
と
も
に
里
山
の
健
全
な
発
展
を
願
っ
た
。

　
「
い
の
ち
の
森
」は
、
２
０
２
０
年
に
林
学
の
専

門
家
に
よ
る
植
生
調
査
を
実
施
し
た
際
、「
良
い
環

境
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
」と
の
評
価
を
得
た
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
苗
木
の

植
樹
と
保
全
整
備
活
動
に
よ
っ
て
、
里
山
の
植
生

が
は
ぐ
く
ま
れ
、
県
や
市
か
ら
も
今
後
の
活
動
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

記念植樹

植樹の様子

記念写真
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気
候
変
動
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
）
に
寄
せ
て

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

�

田
中
庸
仁
責
任
者
に
聞
く

　

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
枠
組
み
の
条
約
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
）
が
11
月
30
日
か
ら
12
月

13
日
ま
で
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
会
議
を
前
に
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
の
取

り
組
み
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、
気
候
危

機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
田
中
庸
仁
責
任
者
（
真
生

会
会
長
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

手
遅
れ
に
な
る
前
に
行
動
を

―
―
気
候
温
暖
化
に
対
す
る
取
り
組
み
を
、
ど
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　

私
の
暮
ら
す
岐
阜
も
そ
う
で
し
た
が
、
今
年
の

日
本
の
夏
は
、
一
番
暑
か
っ
た
そ
う
で
す
。
気
象

庁
に
よ
る
と
、
６
月
か
ら
８
月
の
平
均
気
温
が
平

年
を
１
・
76
度
上
回
り
、
１
８
９
８
年
の
統
計
開

始
以
来
最
高

だ
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

ま
た
、
世
界

気
象
機
関

（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）

は
、
気
候
変

動
会
議
の
開
幕
日
に
、
２
０
２
３
年
の
世
界
の
平

均
気
温
は
、
記
録
の
あ
る
１
８
５
０
年
以
降
で
最

も
高
く
な
り
、
１
月
か
ら
10
月
の
気
温
は
産
業
革

命
前
よ
り
約
１
・
４
度
高
く
な
っ
た
と
発
表
し
ま

し
た
。
世
界
中
の
人
び
と
が
肌
感
覚
と
し
て
気
候

温
暖
化
を
実
感
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
国
連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総

長
が
、
温
暖
化
で
は
な
く
「
地
球
沸
騰
の
時
代
が

来
た
」
と
警
告
を
発
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十

分
な
取
り
組
み
が
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。

科
学
者
の
中
に
も
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
温
暖
化

を
疑
う
人
も
い
る
そ
う
で
す
か
ら
、
手
遅
れ
に
な

る
前
に
行
動
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
人
が
一
本
の
木
を
植
え
る

―
―
日
本
委
員
会
も
温
暖
化
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

韓
国
で
開
か
れ
た
２
０
１
４
年
の
第
８
回
ア
ジ

ア
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
の
仁
川
宣
言

で
「
一
人
が
一
本
の
木
を
植
え
る
」
こ
と
が
提
唱

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
立
ち

上
げ
、
２
０
１
７
年
か
ら
埼
玉
県
所
沢
市
の
丘
陵

地
を
お
借
り
し
て
、「
い
の
ち
の
森
」
里
山
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
市
民
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
植
樹

や
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
、
下
草
刈
り
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
感
じ
る
地
球
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

の
開
催
や
「
気
候
正
義
の
た
め
の
宗
教
間
会
議
」

な
ど
へ
の
参
画
を
通
し
た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
人
び
と
と
共
に

―
―
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
１
年
に
開
催
し
た
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
創
設
50
周

年
記
念
式
典
に
お
い
て
「
Ｗ
Ｊ
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
０

３
０
」
と
し
て
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
行
動
目
標

の
六
つ
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２

に
「
気
候
危
機
の
打
開
に
向
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

ウ
ス
と
の
連
携
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、「
気

候
危
機
に
一
刻
の
猶
予
も
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）

国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
人
び
と
に
地

球
と
共
に
生
き
る
行
動
を
呼
び
か
け
ま
す
」
と
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
温
暖
化
に
よ
っ
て
大
き
な
被

害
を
受
け
る
の
は
、
化
石
燃
料
を
大
量
に
消
費
し

て
き
た
先
進
国
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
ウ
ス
の
国
々
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
最
も
影
響
を
受
け
る
弱
い

立
場
に
あ
る
人
び
と
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
連

携
し
、
多
く
の
人
に
一
刻
も
早
く
正
し
い
行
動
を

起
こ
せ
し
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
聞
き
手
＝
山
越
教
雄
・
日
本
委
員
会
次
長
）

田中責任者
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
報
告

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

へ
の
支
援
と
し
て
、
今
年
１
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

内
で
活
動
す
る
２
団
体
（Eleos U

kraine

、

M
udra Sprava

）へ
財
的
支
援
を
行
っ
た
。
こ
の

支
援
は
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
へ
寄
せ
ら
れ
た
ウ

ク
ラ
イ
ナ
緊
急
支
援
募
金
か
ら
拠
出
さ
れ
た
も

の
。
支
援
団
体
か
ら
の
報
告
を
紹
介
す
る
。

Eleos�U
kraine

（
エ
レ
オ
ス
・
ウ
ク
レ
イ
ン
）

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ケ
ル
ソ
ン
市
内
に
被
災
者
の
た

め
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
そ
こ
で
人
び
と
が
適
切

な
支
援
と
専
門
家
に
よ
る
相
談
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
な
体
制
を
構
築

し
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
戦
争
や

洪
水
に
よ
っ
て
被

害
を
受
け
た
人
び

と
に
対
し
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

や
弁
護
士
と
の
個

別
相
談
の
場
を
設

け
、
心
理
的
ケ
ア

を
行
う
と
共
に
、

経
済
支
援
や
失
っ

た
住
居
の
補
償
な

ど
の
相
談
を
行
い

ま
し
た
。ま
た
、被
災
者
同
士
の
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー

プ
の
会
合
を
月
１
回
開
催
。
戦
争
や
洪
水
で
被
害

を
受
け
た
人
び
と
に
対
し
て
は
、
食
料
と
衛
生
キ

ッ
ト
２
３
５
人
分
を
提
供
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
８

回
行
い
、16
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
子
ど
も

や
そ
の
家
族
の
心
理
的
、
情
緒
的
、
社
会
的
な
課

題
に
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

M
udra�S

prava

（
ム
ド
ラ
・
ス
プ
ラ
ヴ
ァ
）

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
か
ら
の
資
金
援
助
を
受

け
て
、
２
０
２
３
年
５
月
か
ら
９
月
ま
で
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
人
び
と
に
３
３
２
０
セ
ッ
ト
の
食
料
を

提
供
し
、
６

６
４
０
人
以

上
が
そ
の
恩

恵
を
受
け
ま

し
た
。
一
つ

の
食
品
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
は

栄
養
バ
ラ
ン

ス
が
考
え
ら

れ
た
１
週
間

分（
２
人
用
）

の
食
料
が
含

ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
食

料
を
取
り
に
来
れ
な
い
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
遠

隔
に
住
む
人
び
と
に
は
物
資
を
届
け
ま
し
た
。

第
２
回
グ
ロ
ー
バ
ル
難
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

２
０
１
９
年
に
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高
等

弁
務
官
事
務
所
）
が
立
ち
上
げ
、
難
民
支
援
に
関

し
て
議
論
す
る
国
際
会
議
「
グ
ロ
ー
バ
ル
難
民
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
Ｇ
Ｒ
Ｆ
）
の
第
２
回
が
12
月
13
日
か

ら
15
日
ま
で
、
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ

れ
た
。

　

Ｇ
Ｒ
Ｆ
は
、
４
年
に
一
度
、
各
国
政
府
、
国
際

機
関
、
人
道
機
関
、
自
治
体
、
開
発
機
関
、
民
間

セ
ク
タ
ー
、
難
民
当
事
者
ら
一
堂
に
会
し
、
故
郷

を
追
わ
れ
た
人
び
と
と
受
け
入
れ
国
に
対
す
る
支

援
、
協
力
、
連
帯
、
解
決
策
な
ど
の
改
善
に
向
け

た
議
論
を
行
う
場
で
あ
る
。
今
回
は
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
ウ

ガ
ン
ダ
と
共
に
、日
本
も
共
同
議
長
国
を
務
め
た
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
は
、
こ
の
第
２
回
Ｇ
Ｒ

Ｆ
に
向
け
て
、
難
民
保
護
と
人
道
支
援
に
従
事
す

る
団
体
が
自
由
に
参
加
で
き
る
開
か
れ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
あ
る
日
本
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
評
議
会

（
Ｊ

－

Ｆ
Ｕ
Ｎ
）に
参
加
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と

共
に
勉
強
会
や
情
報
交
換
を
行
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
難
民
受
け
入
れ
に
関
す
る
プ
レ
ッ
ジ
を

提
出
し
、
そ
の
概
要
は
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
駐
日
事
務
所

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
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ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）

執
行
委
員
会
の
開
催

　

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
12
月
４
日
、
執
行
委
員
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
第
10
回
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
大
会
や
国

連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
28
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
28
）
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
日
本
委
員
会
か
ら
は
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
執
行
委
員
を

務
め
る
戸
松
義
晴
理
事
長
、
黒
住
宗
道
理
事
、
國

富
敬
二
理
事
ら
が
出
席
し
た
。

　

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
規
約
は
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
大
会
の
５
年
に

１
回
の
開
催
を
定
め
て
い
る
。
今
回
の
執
行
委
員

会
で
は
、
前
回
の
第
９
回
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
大
会
が
２
０

２
１
年
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
次
回
の
第
10

回
大
会
を
26
年
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

第
10
回
大
会
は
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
が
１
９
７
６
年
に
創

設
さ
れ
て
か
ら
50
年
目
の
記
念
大
会
と
な
る
。
ま

た
執
行
委
員
会
は
、
第
10
回
大
会
の
準
備
を
進
め

る
大
会
準
備
委
員
会
の
設
置
を
決
め
、
９
人
か
ら

な
る
委
員
を
選
出
し
た
。
今
後
、
大
会
準
備
委
員

会
を
通
し
て
、
大
会
テ
ー
マ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
参

加
者
概
要
な
ど
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
執
行
委
員
会
で
は
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
活
動
を

財
的
に
支
え
る
ア
ジ
ア
ン
・
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
ズ
に
、

Religion for Peace

国
際
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
ズ
日

本
グ
ル
ー
プ
の
田
中
常
隆
代
表
と
五
十
嵐
一
夫
同

常
任
理
事
の
就
任
を
決
定
し
た
。

　

そ
し
て
、
執
行
委
員
会
は
、
現
在
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の

ド
バ
イ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
に
向
け
て

の
緊
急
声
明
を
発
表
し
た
。
気
候
変
動
の
深
刻
な

影
響
を
受
け
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28

が
よ
り
踏
み
込
ん
だ
温
暖
化
対
策
に
合
意
す
る
よ

う
要
請
し
た
。

♦…

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
に
向
け
た
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
緊
急
ア
ピ
ー
ル

（
一
部
抜
粋
）

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
が
行
わ
れ
て
い
る
今
、
私
た
ち
ア
ジ

ア
の
宗
教
者
は
、
現
在
の
気
候
危
機
に
対
す
る
深

い
憂
慮
を
示
し
、
地
球
と
人
類
の
持
続
可
能
性
に

向
け
て
、
世
界
の
政
治
指
導
者
に
対
す
る
切
な
る

要
望
を
以
下
の
通
り
表
明
す
る
。

・ 

世
界
の
気
候
変
動
対
策
は
、
軌
道
か
ら
大
き
く

外
れ
て
い
る
。政
治
的
な
か
け
声
だ
け
で
な
く
、

い
つ
誰
が
ど
ん
な
削
減
策
を
実
施
す
る
か
を
具

体
的
に
示
し
、
対
策
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に

す
る
こ
と

・ 

各
国
は
、
偏
狭
な
自
国
中
心
主
義
や
過
剰
な
利

益
追
求
主
義
を
棄
て
、
人
類
全
体
の
共
通
利
益

の
た
め
に
団
結
を
す
る
こ
と

・ 

昨
年
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。
各
国
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
19
年

比
で
48
％
の
排
出
量
を
削
減
す
る
た
め
に
、
よ

り
野
心
的
な
削
減
目
標
を
設
定
す
る
こ
と

・ 

気
候
危
機
は
様
々
な
次
元
に
お
い
て
人
権
問
題

で
あ
る
。
各
国
、
特
に
先
進
国
は
、
気
候
変
動

に
よ
っ
て
被
害
を
被
る
人
々
に
対
す
る
、
よ
り

実
行
的
な
支
援
を
確
約
し
、
強
化
す
る
こ
と

・ 

気
候
変
動
の
結
果
、
懸
念
が
高
ま
っ
て
お
り
、

す
べ
て
の
国
が
自
国
民
の
食
料
安
全
保
障
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　

私
た
ち
は
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
の
政
治

指
導
者
と
と
も
に
持
続
可
能
な
世
界
の
実
現
に
対

す
る
責
務
を
果
た
す
決
意
で
あ
る
。
私
た
ち
は
第

９
回
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
大
会（
２
０
２
１
年
）に
お
い
て
、

宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
的
責
任
を
再
認
識

し
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
世
界
の
実
現
に
向

け
て
、
地
球
上
の
す
べ
て
の
生
命
の
共
同
体
を
共

同
で
構
築
し
、
ク
リ
ー
ン
な
世
界
を
将
来
の
世
代

に
残
す
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

　

私
た
ち
は
、
２
０
２
３
年
11
月
７
日
に
発
表
さ

れ
た
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
に
向
け
て
の
ア
ブ
ダ
ビ
宗
教
間

声
明
」
に
お
け
る
「
１
・
５
℃
を
達
成
可
能
な
範

囲
に
と
ど
め
、影
響
を
受
け
た
脆
弱
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
貢
献
す
る
た
め
の
変
革
的
行
動
へ
の
呼
び
か

け
」に
賛
同
す
る
。
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
、
世
界
の
宗
教
指

導
者
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
が
真
に
地
球
と
人
類

の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
有
益
な
契
機
と
な
る
よ

う
、
心
か
ら
祈
り
を
捧
げ
、
か
つ
私
た
ち
自
身
の

平
和
に
対
す
る
責
務
を
果
た
す
べ
く
、
た
ゆ
ま
ず

行
動
す
る
と
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

※ 

緊
急
ア
ピ
ー
ル
文
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会

と
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
文
掲
載
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2023・12・20

ア
ジ
ア
太
平
洋
女
性
信
仰
者

�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
バ
リ
会
合
開
催

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
女
性
信
仰
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ａ
Ｐ
Ｗ
ｏ
Ｆ
Ｎ
）
は
、
11
月
20
日
か
ら
22
日
ま

で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
で
会
合
を
開
き
、

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
ら
16
人
が
参
加
し
た
。
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
女
性
部
会
か
ら
河
田
尚
子
副

部
会
長
が
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
と
し
て
参

加
し
た
。

　

バ
リ
会
合
は
、
２
０
２
４
年
度
の
活
動
計
画
を

話
し
合
う
た
め
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
議
長
の
エ
ル

ガ
・
サ
ラ
プ
ン
師
の
受
け
入
れ
で
、
初
め
て
対
面

で
会
合
を
行
っ
た
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
22
年

度
か
ら
「
人
身
取
引
防
止
」「
気
候
変
動
」「
平
和

構
築
」
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
き
た
。
会
合
で
は
、
24
年
度

も
引
き
続
き
、
こ
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
む

こ
と
が
承
認
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
、
進

め
方
、
参
加
メ
ン
バ
ー
、
予
算
に
つ
い
て
討
議
し

た
。
ま
た
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
の
た
め
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
発
信
や
、
各
国
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

内
容
が
報
告
さ
れ
た
。

　

最
終
日
に
は
、
バ
リ
島
内
で
最
古
と
言
わ
れ
る

村
を
訪
問
し

た
ほ
か
、
第

１
回
Ａ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
大
会
か
ら

大
会
役
員
を

歴
任
し
た
ゲ

ド
ン
・
オ
カ

師
（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ヒ

ン
ズ
ー
教
、

２
０
０
２
年

逝
去
）
の
ガ

ン
デ
ィ
ー
・

ア
シ
ュ
ラ
ム

を
訪
問
し
た
。

平
和
研
究
所�

第
７
回
研
究
会

�

齋
藤
忠
夫
所
員

　

平
和
研
究
所
の
第
７
回
研
究
会
が
11
月
28
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
齋
藤
忠
夫
所
員
（
東

北
大
学
名
誉
教
授
）
が
『
未
来
の
食
糧
危
機
を
救

い
、
世
界
の
飢
餓
を
救
う
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
』を
テ
ー

マ
に
発
表
し
た
。

　

齋
藤
所
員
は
、「
い
ま
世
界
は
深
刻
な
食
糧
不
足

で
約
３
億
５
千
万
人
が
生
命
の
危
機
に
瀕
し
て
お

り
、
現
在
の
傾
向
が
続
く
と
２
０
３
０
年
ま
で
に

飢
餓
人
口
は
８
億
４
千
万
人
に
達
す
る
」
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
畜
産
業
が
地
球

環
境
に
与
え
る
負
荷
（
広
大
な
土
地
と
大
量
の
水

の
必
要
性
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
）の
大
き
さ
と
、

そ
れ
に
伴
う
将
来
の
た
ん
ぱ
く
質
不
足
が
あ
る
と

い
う
。

　

そ
こ
で
、
持
続
可
能
な
食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
と

し
て
代
替
た
ん
ぱ
く
質
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、「
食

の
問
題
を
技
術
で
解
決
す
る
〝
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
〟に

よ
る
新
た
な
た
ん
ぱ
く
質
の
開
発
や
昆
虫
食
の
導

入
が
欠
か
せ
な
い
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
動
植

物
由
来
の
培
養
肉
は
、
無
菌
の
環
境
で
培
養
す
る

た
め
、
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
大
腸
菌
な
ど
の
微

生
物
混
入
が
極
め
て
少
な
い
と
い
う
。

　

代
替
肉
や
昆
虫
食
は
「
量
産
化
や
コ
ス
ト
削
減

の
問
題
を
ク
リ
ア
し
、
安
全
性
に
対
す
る
不
安
を

払
拭
し
て
消
費
者
の
理
解
を
深
め
れ
ば
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
は
あ
る
が
世
界
の
食
糧
危
機
を
救
う
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
十
分
に
あ
る
」
と
語
っ
た
。
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た
人
び
と
が
集
ま
っ
て
暮
ら
す
地
区
に
は
、
学

校
に
通
う
こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
い
る
。
こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
は
避
難
生

活
の
な
か
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
大
き
な
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
及

び
家
族
へ
の
心
理
的
ケ
ア
事
業
へ
の
支
援
。

③ 

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ａ
の
実
施
す

る
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業
：
３
万
３
千
米
ド
ル（
約

５
０
０
万
円
）
／
最
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
地

域
の
一
つ
で
あ
る
ハ
タ
イ
県
で
、
住
民
に
千
食

規
模
の
食
事
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
と
、
パ
ン
の
製
作
販
売
な
ど
を
行
う
こ

と
で
生
活
再
建
を
図
ろ
う
と
活
動
す
る
女
性
グ

ル
ー
プ
な
ど
へ
の
支
援
。

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震
第
二
期
支
援
決
定

　

今
年
２
月
に
ト
ル
コ
南
部
で
発
生
し
た
地
震
を

受
け
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
は
、
緊
急
支
援
及

び
第
一
期
支
援
と
し
て
八
つ
の
団
体
を
通
じ
て
支

援
活
動
を
行
い
、
10
月
下
旬
に
、
そ
の
支
援
活
動

と
現
地
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
。
そ
の
調
査
報
告
を
受
け
、
第
二
期
支
援

の
緊
急
性
な
ど
が
考
慮
さ
れ
、
以
下
の
三
つ
の
団

体
に
対
す
る
支
援
が
決
定
し
、
執
行
手
続
き
を
進

め
た
。

① 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ル
シ
ッ
ク
の
実
施
す
る
越
冬
支

援
事
業
：
２
０
０
万
円
／
カ
フ
ラ
マ
ン
マ
ラ
シ

ュ
県
キ
ョ
ク
ス
ン
郡
の
九
つ
の
村
で
は
い
ま
だ

テ
ン
ト
で
暮
ら
す
家
も
多
い
。
冬
に
は
２
ｍ
の

雪
に
覆
わ
れ
マ
イ
ナ
ス
30
℃
に
な
る
冬
を
乗
り

越
え
る
た
め
の
支
援
。
※
11
月
21
日
付
で
送
金

済
み

② 

キ
ッ
ズ
・
レ
イ
ン
ボ
ー
の
実
施
す
る
シ
リ
ア
の

子
ど
も
た
ち
へ
の

心
理
的
サ
ポ
ー
ト

事
業
：
２
万
３
千

ユ
ー
ロ
（
約
３
７

０
万
円
）
／
カ
ジ

ア
ン
テ
プ
近
郊
の

シ
リ
ア
か
ら
逃
れ

W
C
R
P
12
月
20
日
号
令
和
五
年
十
二
月
二
十
日
発
行
（
毎
月
一
回
二
十
日
発
行
）

第
五
三
〇
号
発
行
人
・
戸
松
義
晴

発
行
所
・
公
益
財
団
法
人 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

〒
一
六
六–

八
五
三
一　

東
京
都
杉
並
区
和
田
二–

七–

一
（
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
〇
三
）
三
三
八
四–

二
三
三
七　

HP

：ww
w
.w
crp.or.jp　

E-m
ail

：rfpj-info@
w
crp.or.jp

（　
　
　
　
　

   

）

頒
価
一
〇
〇
円
一
年
分
一
、〇
〇
〇
円  （
送
共
）

賛
助
会
員
の
購
読
料
に
つ
い
て
は
、

会
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。　

 　
　
　

《
12
月
》

４
日　

 

災
害
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
３
回
会
合（
東
京
・

普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

５
日　

 

総
合
企
画
委
員
会
（
東
京
・
普
門
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
／
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

11
日　

 

平
和
研
究
所
第
８
回
所
員
会
議
（
東
京
・
新

宿
）

　
　
　

 

女
性
部
会
第
４
回
委
員
会
（
東
京
・
普
門
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
／
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

12
日　

 

ス
ト
ッ
プ
！
核
依
存
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
４

回
会
合
（
東
京
・
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
／

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

14
日　

 

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
２
回
会
合

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

18
日　

 

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
「
い
の
ち
の
森

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
森
の
整
備
／
地
権
者
懇
談

会
（
埼
玉
・
所
沢
）

20
日　

 

青
年
部
会「
日
韓
青
年
リ
ー
ダ
ー
交
流
会（
韓

国
・
ソ
ウ
ル
）

23
日　

 

和
解
の
教
育
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
３
回
会
合

（
東
京
・
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
／
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
）

�

掲
載
内
容
の
無
断
転
載
を
禁
ず
。

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
活
動

今
月
の
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
新
熟
語

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務
局
が
日
常
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を

漢
字
２
文
字
で
表
し
、
新
し
い
熟
語
を
作
り
ま
す
。

　

忙
し
く
過
す
中
で
、
自
分
自
身
を
見
（
観
）
つ
め

る
時
間
が
多
か
っ
た
一
カ
月
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

「
自
観
」
し
な
が
ら
感
謝
の
心
で
過
ご
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

自
観
（
じ
か
ん
）

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* -*-*-

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --*

-*-*-

キッズ・レインボー高学年クラス
の子どもたち


